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沖合展開距離制限の無いGPS津波計の開発――ETS-VIIIによるデータ伝送実験―
―
A development of GPS tsunami meter —-A data communications experiment using ETS-
VIII—-
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2011年 3月 11日の東北地方太平洋沖地震津波によって、これまでに開発したGPS津波計に 2項目の課題が提起され
た。それは、GPS津波計のさらなる沖合展開の技術開発と被災地域に情報発信基地を置くリスクの回避であった。室戸
岬沖 GPS津波計実証実験機を用いて、この課題への取り組みを行った結果を報告する。
　前者の取り組みでは、RTK-GPS法の対流圏補正及び精密暦を適切に行うことによって、沖合 100km程度までの安

定した FIX 解が得られた。また、陸上基準局を用いない方法として、短周期の変位に対応できる単独高精度変位測定法
の PVD法及びアンビギュイティを解く精密単独測位法の PPP-AR法を適用し、観測データを約 1年間継続的にリアルタ
イム発信（http://www.tsunamigps.com）することによって、実用レベルにあることを実証した。
　後者の取り組みでは、400MHz帯 1Wの無線伝送の延伸距離が 50km程度であることを見極め、さらなる沖合への展

開には衛星通信が必要であることを再確認した。衛星通信における課題は、供給電力の制限の中で動き回るブイとの通
信の利得を確保することである。そこで、通信衛星 ETS-VIII(きく 8号)と通信可能な無指向性アンテナを用いて、ブイ
上のデータだけで計算できる単独高精度変位測定法の PVD法のデータを室戸岬沖の GPS津波計実証実験機から伝送す
る通信実験を行い、良好な結果が得られた。また、これによって将来の防災通信衛星の性能を明らかにするための基礎
データを得ることができた。
　これらの一連の検討によって、設置における距離制限の無い GPS津波計が実現出来ることを明らかにした。また、

GPS津波計で観測された津波データを通信衛星に送り、ここを中継点として津波被害がない地域の陸上局で受信し、リ
アルタイムデータを世界に発信する方法の有効性が確認できた。
　本研究は、科研費基盤研究（S）212210007で支援されている。
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